
導入：プリザンターならスクラッチ開発に比べて労力は5分の1貸与品
管理に導入し、全従業員への棚卸依頼や集計を自動化

課題：貸与品の棚卸管理が困難で実施状況も把握できない。サービス
カーの日報は紙ベースで走行距離は手計算

ローコード開発ツールのプリザンター導入により半期で
1,800時間の工数を削減。
サブスク方式のアプリ構築・保守運用サービスにも注力

卸も行っていました。しかし、多忙な時は実施され
なかったり、誰が未実施なのか把握できていなかっ
たりといった状況で、実質的に棚卸は有名無実化し
ていたのが現状でした」。
　一方、小池氏はサービスカーの管理面にも課題が
あったと話します。「運行時は用紙に記入し、乗務
前に管理者に申告するのがルールでしたが、深夜・
早朝の場合は、乗務後に管理者へ申告する運用に
なってしまいます。車両ごとに、走行距離や給油回
数、給油量を月 1回手計算しなければならないこと
もネックでした。また、ドライブレコーダーで危険
運転を検知してクラウド上に保存されても、管理者
がデータのチェックを行うのが月１回程度。安全運
転指導までに時間が空いてしまうことも、管理上の
リスクだったのです」。

まさに探していたツールだと判断し、導入を進める
決断をしたのです」。

　日立システムズフィールドサービス(以下、
HISYS-FS)は、国内約 300 拠点 (※日立システムズ
グループが連携したネットワーク ) を活用し、顧客
の身近な存在として、IT 設備の構築から保守運用ま
でを手掛ける技術者集団です。
　事業を支える原動力となっているのが、各拠点に
所属し、日々、顧客の元を訪れてサポートしている
全国に 2000 人以上配置されたフィールドエンジニ
アです。エンジニアには業務中に使うスマートフォ
ン、タブレット端末など複数の必需品が貸与され、
始業から終業まで、サービスカー（社用車）を運行
しながら、客先を回るのが日課になっています。た
だし、従来は貸与品の管理に課題があったと、サー
ビス事業推進本部の小池浩次本部長は言います。
　「貸与品は各部門で Excel で管理し、定期的に棚

　業務上の課題が見えてくる中、社内でも働き方改
革の大号令が発せられ、各部門、各拠点で徹底的な
業務効率化を図ることが至上命題として浮上。業務
の革新を待ったなしで進める必要性に迫られたので
す。そこで、小池氏を中心に様々なツールを探索、
検討し、活用の有効性を見出したのがプリザンター
です。「オープンソースで仕様が公開されており、
JavaScript によるカスタマイズが可能で、万が一不
具合があっても自分たちで直せるのが最大の利点。
　さらに、こうしたツールを作る際に最も労力を要
する画面設計が不要で、機能などを選択するだけで、
あっという間にできてしまう点も魅力で、スクラッ
チで作るのに比べて労力は 5 分の 1 で済みます。 JavaScript を使ってダッシュボードとして利用できるようにカスタマイズ
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         カスタマイズしたアプリの
運用で紛失や事故を未然に防ぐ

   全国の拠点を活用した
サポートサービスを展開

   紙や Excel を使った
運行管理などをより効率化

導入事例

◀ プリザンターの画面をモニタに映しながらのペーパレス会議



効果：サービスカーの運行日報はスマホ入力を実現しリアルタイム共有危
険運転発生時はデータを取り込み、タイムリーな指導を実現

　誰がどの車両でどこに行っているかも即座に確認で
き、顧客から緊急の要請があった場合に対応できそう
なエンジニアを派遣するディスパッチと呼ばれる業務
への応用も可能になっています」

　

　HISYS-FS では、社内で得たノウハウを基に、
プリザンターを同社のサポートサービスとして外販し
ていく計画です。
　「1つ目が標準サポートサービス。プリザンターを
導入した顧客に、メールによる問い合わせ対応やトラ
ブル対応を行います。2つ目が安心サポートサービス。
標準ではできないプラットフォームの切り分け、導入
後の稼働実績データの提供を行うものです。そして、
3つ目が業務アプリサポートサービス。私たちの技術
力で、プリザンターのアプリを毎月定額のサブスクリ
プション方式で作り、保守運用を行います。ランニン
グコストだけで、業務改善につながる様々なアプリを
構築し、運用できるのがメリットです」（小池氏）。
　これらのサポートサービスと共に、自社内で既に実
績を持つ貸与品管理システムやサービスカー運行管理
システムなども、提供していく予定です。通常のプリ
ザンターの機能に加え、同社の高い技術を使って様々
なカスタマイズが施され、便利に進化しているのが特
徴。そうした利便性の高い独自機能を活用しつつ、そ

　サービスカーの運行管理システムでは、各エンジニ
アが乗務時にプリザンターの画面上で、車両の使用理
由と安全管理者を入力・選択すると、管理者にメール
が自動送信されます。管理者はメールで安全運転を行
うよう指示して承認するなど、早朝や深夜でもこうし
た乗務前チェックが可能になります。次いで、エンジ
ニアは画面に走行開始日時やメーターの距離を入力。
スマートフォンの画面でも操作しやすいように最適化
されて表示されるようにカスタマイズしているため、
車両内で簡単に数値を打ち込めるのが優位点です。
　「以前は、運行終了後に紙に書いて事務所のトレイに
提出し、アシスタントが回収して集計後にファイリン
グ。そのファイルを管理者が週1回、後処理で確認す
るフローでした。それが今ではプリザンター上でほぼ
リアルタイムでチェックできるようになっています。 様々な業務で全社的にプリザンターを使用

従業員のプリザンターへのアクセス件数を集計し、グラフ化。
使われていなければ原因を探り改善につながることができる。
外販ではこうした稼働実績データも提供していく

今後の展開：高い技術力でプリザンターのサポートとアプリ構築を提供
ロボティクスフィールドサービスや統合資産管理サービスと連携させ、様々
なデータの蓄積や分析を可能に

導入事例全文はWebで！ https://pleasanter.org/
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ＵＲＬ：https://www.hitachi-systems-fs.co.jp/
所在地：東京都江東区越中島 3-5-25 I.K&T 渡辺ビル
設　立：1996年 6月 21日
資本金：1億円
日立システムズグループの一員として、サーバや社内LANなどの情報
通信インフラから、電源・監視カメラ・セキュリティなどの IT設備
インフラ、太陽光発電やEVスタvンドなど社会インフラまで、幅広
いファシリティサービスを展開。国内約300拠点※を活用し、顧客
の IT機器・非 IT機器を保守運用する手厚いサポート体制が強み。
※日立システムズグループが連携したネットワーク

れぞれの顧客の業務に合わせたカスタマイズも可能で
あり、同様に貸与品やサービスカーの管理に課題を抱
える企業であれば、使えるシステムを低コスト・短納
期で実現できます。「その他にも、ロボティクスフィー
ルドサービスや統合資産管理サービスなどとも連携さ
せながら、プリザンターの様々な提案の機会を探って
いきたい」と、小池氏は話しています。
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